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新型コロナウイルス感染症による 地域活動への影響を 

把握するためのアンケート集計結果 

  新型コロナウイルス感染症の拡大により、地域活動の休止、縮小、延期などの影響が出まし

た。今回、港北区内で助成金の配分を受け活動している団体における実態を把握し、今後の活

動支援に役立てるとともに、これからも続く「新たな生活様式」の中での活動をどう進めてい

くか、皆さんでアイデアを共有できればと考え、アンケート調査を実施しました。 

 

目 的 

令和 2年度の助成金申込団体数 231件に対し、郵送で協力依頼。 

回答数 212団体（回収率 91.7％）。 

 

令和２年７月５日～31日 

要援護者支援

97団体

障害児者支援

50団体

福祉のまちづくり

41団体

健康増進

９団体

みんなの助成金

15団体

港北区ふれあい助成金・港北区みんなの助成金について 

より豊かな市民社会の実現のために、市民の自発性のもと、横浜市内で行われる 

非営利な地域福祉推進事業や障害福祉推進事業の支援を目的として実施する助成金です。 

 

●令和元年度実績 

助成規模：21,753,000円 助成団体：246団体 

 

●本助成金は、① 横浜市社協 基金〔よこはまあいあい基金，障害者年記念基金〕 

② 横浜市社協 善意銀行 

③ 横浜市港北区社協 善意銀行〔港北区〕 

④ 赤い羽根共同募金〔港北区〕 

⑤ 年末たすけあい募金〔港北区〕  を財源としております。 

調査対象・方法・回収状況 

調査期間 

回答団体 

内訳 

▲３密に注意しながら話し合い 

▼はがきで近況報告 

コロナ禍でのさまざまな工夫 
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感染症の影響により、４～６月のあなたの 

団体の活動頻度はどうなりましたか。 

   

 

 

 

 

 

 

 

※休止した、減少したと回答された団体 

活動を休止、減少した状況で団体内部の 

メンバーとのやりとりはどうなりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月以降のあなたの団体の活動頻度は 

どうなりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変わらない

23％

減少した

62％

増加した

9％

全くなかった

6％

□ 休止した   

□ 減少した   

□ 増加した   

□ 変わらない 

変わらない

5％

休止した

73％

減少した

22％

□ 全くなかった   

□ 減少した 

□ 増加した   

□ 変わらない 

変わらない

32％

減少する

29％

再開時期未定

28％

増加する

11％
□ 再開時期未定  

□ 減少する 

□ 増加する   

□ 変わらない 

問１ 団体の活動について 

・「休止した」「減少した」が全体の 95％を占めています。 

・「変わらない」と回答された団体の中には、次のような内容がありました。 

①独自の活動場所がある 

  ②掃除、洗濯、買い物など生活に欠かせない活動 

  ③精神障がいのある方へのサポート活動 

    

・団体の活動頻度が減少したことによりメンバーとのやりとりも大きく（約６割）

減少しています。  

・問１（４）で具体的な課題を質問していますが、多い意見１位、２位が「先の見

通しが立たず、活動が停滞」、「メンバーと話し合う機会が減り、活動が停滞」と

なっており、悪循環が重なっていた状況がわかります。 

・「増加した」と回答した団体の半数が子育て支援に関わる活動です。 

・「減少する」「再開時期未定」が約６割を占めています。 

・７月末までの状況で回答いただきましたが、その後、多くの方を集めて開催を 

予定していた活動のうち、今年度は開催しないと決断された団体もあります。 

緊急事態宣言で公共施設が使用不可となる中、独自の活動

場所があることで「今だからこそ」サポートが必要な方へ

の居場所を提供できたのかな 

子育て支援に関わる団体は、日ごろからメールやグループライン

などのツールを活用している団体が多かったので、会えないから

こそツールを使っての相談がメンバー間で気軽にできたのかも 

問１（１） 

問１（２） 

問１（３） 
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感染症の影響により、あなたの団体の活動にどのような課題が出ましたか。 

※特に課題に感じた項目２項目までチェック（資金面以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 感染症の影響により、利用者・参加者・地域に起こる課題をどう考えますか。 

※特に課題に感じた項目２項目までチェック（資金面以外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ メンバーと話し合う機会が減り、活動が停滞 

□ 先の見通しが立たず、活動が停滞 

□ メンバーの活動への意欲低下 

□ 活動場所がない 

□ 感染予防のためのマスク、消毒液などが手に入りにくい 

□ 活動にあたって、注意すべき点などがわからなかった 

□ その他（自由記載：                             ） 
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その他

認知症や要介護のリスクが高まるなど心身機能の低下

近隣での見守り、助け合いなど関係が希薄になる

団体の活動が休止・減少する中、今後の活動への参加意欲…

体を動かす機会が減る

人と会う機会が減り、孤独を感じる人が増える
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メンバーの活動への意欲低下

活動にあたって、注意すべき点などがわからなかった

感染予防のためのマスク、消毒液などが手に入りにくい

その他

活動場所がない

メンバーと話し合う機会が減り、活動が停滞

先の見通しが立たず、活動が停滞

□ 人と会う機会が減り、孤独を感じる人が増える 

□ 体を動かす機会が減る 

□ 認知症や要介護のリスクが高まるなど心身機能の低下 

□ 団体の活動が休止・減少する中、今後の活動への参加意欲も低下 

□ 近隣での見守り、助け合いなど関係が希薄になる 

□ その他（自由記載：                            ） 

先の見通しが立たない中で… 

 

「あの人」の孤独、健康維持、見守り助け

合い、心身機能の低下…心配！ 

○感染予防対策をしっかり！ 

○プログラムを工夫し３密を避ける！ 

○参加への意向確認！  

○つながりが切れないように情報発信！ 

○メンバー内で話し合い（感染予防対策や

今後の活動の形、近況報告など）、心が密

であることを心がけた！ 

新たな取組み 

問２ 利用者・参加者・地域に起こる課題について 

問２ 

問１（４） 
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感染症の影響により、新たな取組を 

始めたり、検討をしたりしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取組を始めている、今後検討していると回答された団体 

   新たな取組について、具体的にご紹介ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※７月末時点での取り組みに関する紹介です。 

取組を始めている

32％

今後、取組を検討している

34％

特になし

34％□ 取組を始めている  

□ 今後、取組を検討している 

□ 特になし 

コロナ下の困りごとに対応す

る、取組みが始まっています 

障害児者支援 

子育て・親子 

イベント 

健康増進 生活支援 

 

 

であること  

準備期間中に、他のサークルの

方にいろいろとお話をうかがい

ました。  利用者が孤独にならないよ

うに、電話での声掛けや誕

生月を迎えた方にお花とケ

ーキを届けました。 

 

参加者を２班に分けて、月２回

の開催を通常通り行いました。

参加者には頻繁に状況を連絡し

ました。  

オンラインで 

お茶会を開催。

 

多人数が集まるイベントは回数を増やし

密を避け、高齢者宅への訪問は電話で様

子を伺う  

認知力の落ちている高齢の

方には電話だけでは開催の

可否がうまく伝わらないこ

とがあり、郵送で連絡をと

っている。  

参加者に対してスマホな

どの新しい手段の習得を

目的としたサロンの展開

を計画中。  

マットは一人ずつ

椅子の間隔は広げ

大きな声を出さず

内容は軽めに。 

 

活動場所を再検討

し利用者の連絡網

を再構築した。

 

毎月一回、手分けして会員全

員に電話をし様子をうかがっ

ています。  

誰かと話したい、外出を楽し

みたいという希望を伺い、少

人数で屋外散策などを企画し

た。  

室内での活動を屋外にした。

絵本の会も野外を利用し子育

てに関する悩みなどを出せる

場にしたい。  

ユーチューブで読み

聞かせ動画を配信。

 

活動時間を二部制にし

たり外での活動を増や

したり。  

人の間隔を２ｍ、手遊びは歌わず

CDの音楽を使う。１時間ほどのプ

ログラムを 30～45分程度に短縮。

 

密を避けるために親子の立ち位置

を決めるわっかを購入し、使い捨

てできる新聞紙などでの遊びを検

討。  

連絡先を交換できる参加

者と交換し臨時の開催な

どを伝える。  

町でお会いした方にお声

がけをした。  

感染症対策の広報を立て

看板に貼って再開。イベ

ントは予約制。  

サロンで使う資料（勉強・体操・

フレイル予防パンフレットなど）

を届けています。  

ボランティアへの 

活動参加確認。 

 

電話で様子を伺ったり、時

間を短縮して開催。また、

ケアプラザの方に熱中症や

コロナ感染予防のお話をし

ていただきました。  

集まることができないためラインやメー

ルで近況報告をしたり、散歩中に見つけ

た花の写真などを送りあって、コミュニ

ケーションを図った。  

毛筆、硬筆のお手本を書いて

いる動画をユーチューブにア

ップし、家でも練習できるよ

うにした。  

３密やソーシャルディスタンス、消毒や

プログラムを講師と相談。活動再開でき

ない場所に所属する会員には、再開でき

た場所へお誘い。  

問３ 新たな取組みについて 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

つながる 

ヨコのつながり 

ヨコのつながり 

ヨコのつながり 

つながる 

工夫 

工夫 電話 

密を避ける 電話 

密を避ける 電話 

工夫 

密を避ける 密を避ける 

プログラム工夫 

プログラム工夫 

密を避ける 

問３（１） 

問３（２） 
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 いただいたアンケートの中に、助成金が活用できそうな悩みが見つかりました。例として挙げて 

おきますので、ぜひ助成金をご活用ください。 

「申請された事業の目的」に沿った活動であれば、工夫してカタチを変えても助成金は活用でき

ます。「こんな工夫をしてみたいのだけど、助成金が使えるかな？」と悩まれた場合は区社協まで

ご相談ください。 

 

  

 

 

 

 

 

参加者や活動メンバーとのやり取りにかかる電話代は、例え

ば「１回△円」や「年間△円」など、団体で話し合ってルール

を決め、皆さんで共有していれば助成金を活用できます。 

新型コロナウイルス感染症の予防対策として必要なものは、 

物品購入費で支出できます。 

もちろんです！ 

個人使用を目的としないタブレット端末（物品購入費）や 

オンライン開催にかかる通信費などにも活用できます。 

今後の活動に向けて準備しています！  これって助成金が使えるの？！  

参加者や活動メンバーとのやりとりで電話の回数が増えた！ 

消毒液やマスク、体温計など感染予防・対策グッズが必要！ 

２部制にしたため会場使用料が２倍かかるようになった！ 
予定になかったけれど、助成金は使える？ 

オンラインで定例会やイベントの開催を試みています！ 




